天長元年の夏、大内里の東南にある禁苑 
神泉苑には雨乞いの析禱が地に響き水面 
を騒がせていた。長い間都の上空には雲 
ひとつなく 日照りが続いた為、淳和天皇 
が 害 帰りの空海に命じたものだった。 


守敏(前編) 


ひさぅちみちお 
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桓武天皇は平安京を造営するに あたり、 
京の入口、羅城門の 両脇に 二つの 寺を創 
建し、都を護らせようとした。 その 東側 
の寺、 東 寺を賜つたのが空海で ある。 


西側の寺、西寺は守敏 とゆう僧に まかさ 
れた。守敏は空海が唐に いた頃、天皇に 
ゴマをす つて急成長した男であつヒ〇 


お上、 これにある 
銅の しやくしを J 
御覧下さい y 






























この守敏とゆぅのが 
おもしろいやつでの 
しやくしを曲げる \ 
だけにあらず / i 


銅鏡に 
丸めた 
紙の筒を 
突き通したり 
しおる 



空海が唐にいる間に苦労して授かった密 
教を帰朝して天皇に献上した時も、天皇 
はそおゆぅしんきくさいものに興味を示 
さなかった。「自分一人だけが唐の高僧よ 
り密教を授かつた。わしは最澄より偉い」 
とゆう顔をしている空海に、天皇は守敏 
のしやくし曲げの話をしたのである。 



密教ちゅぅのは/ 
めちやくちや 
有難いものやど 
下手な手品と一緒に 
せんといてくれ 
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むかつときた空海は天皇の御前も忘れて 
かました。 



自分は日本国で 
だだ一人 
密教の全てを 
持ち帰った 
すごい僧\ 
なのだ^: 


あんな ことで 
怒つ たりしては 
いけないのだ 



だだ一人 

密教の全てを持ち 
帰ったこの空海が- 
なんで柱の陰に / 
隠れんといかん 
のか VU 





と反省した空海だったが、後日、天皇に 
呼び出されて參内してみると 


とゆぅわけで再度守敏に対する 怒りが メ 
ラメラと燃え 上つ た 時、何も知らない守 
敏が法力のネタを考えながら天皇の御前 
に上ったのであった。 © 


天皇は自分の低次元を批判されてるよぅ 
で甚だ面白くなかった。それで実際に守 
敏の法力を見れば空海も考え直すだろぅ 
と、一計を案じたのである0 





















































































































おほほほ 
湯に変える 
とは言え ど 
所詮は水芸 


得意気に火印を結ぶ守敏を見て空海は即 
座に水印を結び、これは二人の法力合戦 
となつた。 


これくらいのハ 
コマンドでは 
拙僧のマジック 
ポイントも 
全く減りませぬ 
なあ 



五秒たち十秒たったが水が湯になる気配 
すらない。どうした ことかと 天皇の御前 
で油汗を流す守敏の前に空海が現れた。 


こりゃ守敏 
空海これに 
ありとは 
知らなん I 
だか 



星の光は ノ 
朝の日に消え 
螢の火は 
暁の月に 
隠れるも 
のよのお 


かくして天皇の顔に泥をぬった守 敏のぉ 
ぼえは地に落ち、彼は打倒されたのであ 
った。そして月日は流れ貴族の噂に も 守 
敏の名が聞かれなくなった頃、突然日稻 
りが都を襲ったのである。 














































































その理由を探ろうと、さらに海の中へ潜 
つてみると、海底の大きな水瓶の中に世 
界の海の竜神達がことごとく閉じ込めら 
れていた。 



やかましい 
かっこのええ 
ことばかり 
ぬかしや 1 >W 
がって^ 


悔い改めょ守敏 
おまえを 打倒したのは 
衆生を救ぅ為の 
法力を もて あそび j 
出世の道具に ^ 
して おつたから i 
一なるぞ 



目をさませ 
守敏、 

国を滅ぼして 
なんとする 



変に ^ 
堂々と 一 
してる奴は 
わしは 

嫌いなんじや 


竜神が閉じ込められているとも知らず、 
七日間24時間体勢で空振りの雨乞いをし 
続けた空海には、人生を投げて暴走する 
守敏をおさえるほどのパワ—は残ってい 
なかつた。さすがの空海もこれまでかと 
思った。 
























その時、空海の耳に低い正体不明の音が 
聴こえてきた。意識もぼやけてくる空海 
の頭の中で、その音はだんだんと大きく 
はつき りと 聴こえる ようになつ ていつヒ〇 


分らぬ ままに それは誰 I 人聴いた ことも 
ないような大唱和となつて、倒れている 
空海の体を持ち上げた。そして彼は海を 
渡り唐土を越えて天竺へと運ばれていつ 
たのである。 


眼下には険しい大雪山が続き、その北に 
金色の波を水面に散らせる美しい池があ 
つた。その池の底深く潜ってゆく竜の姿 
を空海は見た。 


これは 

誦する 



竜がいた/と思った瞬間空海は夜の闍 
におおいつくされた神泉苑に立っていた。 



























































